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はじめに

筆者は、大学における教養教育のあり方について、自己の実践を省察しながら考察してきた１）。毎年、

改善と試行錯誤を重ねている。本稿では、直近の実践を振り返り、授業内容とテキスト選定、及びテキスト

を授業本体や宿題にどのように生かしたかについてまとめ、考察する。

１．授業の位置づけ

１－１　山口大学における共通教育

山口大学の共通教育は、2013年度実施分から全面的に改編された。2013年度から筆者が担当しているのは、

系列で「一般教養」のうち「人文教養」「社会教養」「自然教養」「学際的教養」の中の「学際的教養」、

その「学際的教養」の中に６つの分野があり、そのうちの「文化の継承と創造」の中の一科目である。

筆者担当分は、2012年度までは１セメスターの授業であったが、2013年度の全面改編からクォーター制が

本格的に導入され、セメスターの半分であるクォーターの授業となった。

開設科目名は、2014年度までは「美術史」としてきたが、2015年度から「ＡｒｔのＡ」とした。2015年度、

「ＡｒｔのＡ」は、前期後半クォーター２と後期後半クォーター４に開設された（授業者の希望ではなく、

係による全学的な調整の結果）。本稿では前期後半クォーター２の実践を考察対象とする。

１－２　「ＡｒｔのＡ」

シラバスの「概要」に以下のように記した。

【内容】2014年度までの共通教育「美術史」をベースに、さらに緩やかにさらに幅広く造形表現を概観す

る。絵画作品を中心とする。必ずしも通史的な扱いはしない。

「ＡｒｔのＡ」とは、「アート」の「ア」、「ＡＢＣ」の「Ａ」、「あいうえお」の「あ」、即ちアート

の基本の「き」という意味である。

ここには、単なる開設科目名の変更ではなく、前年度の反省が込められていた。2013年度まで１セメス

ター（授業14回、試験１回、計15回）で実施していた授業が、時間的に半分の１クォーターになったが、授

業内容を精選・削減・圧縮しきれず、クォーター後半が詰め込みになってしまったことへの反省である。

2015年度前期クォーター２開講の「ＡｒｔのＡ」の受講者は、最終的に試験を受けるまで受講した者は、

教育学部13名、人文学部23名、工学部16名、農学部30名、共同獣医学部３名、計85名であった。
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この授業は、2014年度まで前期クォーター１に開設されておりクラス指定（学生の側からは授業指定）で

あったが、2015年度は前期クォーター２と後期クォーター４に開設されており、前期クォーター２以降は、

学生は、複数の授業科目が割り当てられ、その中から希望する授業を選択し、希望者が定員を超える授業に

ついては抽選が行われて、割り振られる。完全なクラス指定ではないが、全面改編以前のような選択の自由

度はない。

２．テキスト

筆者は、既存の書籍から選定したテキストを使用することにしている。その理由のひとつは、視覚的な情

報に依るところが大きな分野であるため、Power Pointやプリントだけでなく、受講者の手元にある程度ま

とまった図版と文字情報がある方がよいと考えるからである。特に、近年この授業の教室として割り当てら

れている山口大学共通教育棟32番教室は縦に細長い教室であるため教室後方からはスクリーンへのプロジェ

クションが見にくい。図版をプリントにして補うことももちろん行うが、カラー図版が受講者の手元にある

ことが望ましい。理由のふたつめは、大学の教養教育を終えた後にも受講者の手元に美術に関するある程度

まとまった書籍が１冊残ることは、一社会人の教養の一部として、また卒業後も美術との接点や美術の窓と

して大切なことであると考えるからである。もちろん受講者の経済的負担は考慮して定価が千円前後である

ことを条件としている。

美術の内容論として筆者自身が執筆した書籍は無い。したがって、市販の書籍から選定することになる。

今回の選定に当たって考慮したことは、まず授業内容ありきということである。授業者がこれまで教養教

育「美術史」として実践してきた内容が基本となっており、それをシラバスに記したように緩やかにしよう

とはしたが、あくまでも授業者が構想する授業内容に合致し利用しやすいということを大前提とした。

2015年度前期実施分のテキスト選定の基準・条件は以下のとおりである。

　ａ．授業者が構想する授業内容に合致し利用しやすいこと

　ｂ．文庫本または新書本であること

　ｃ．価格が1000円以内であること

　ｄ．図版が豊富であり、可能な限りカラーで鮮明であること

　ｅ．比較的出版年が新しいこと

　ｆ．ネット上などでの評価が高いこと

2014年度後半から選定に取りかかり、複数の候補の中から絞っていき、直前まで考えた結果、木村泰司

『名画は嘘をつく』大和書房（ビジュアルだいわ文庫）、2014年11月、定価本体740円、とした。この書籍

は、上記の基準・条件をすべて満たしている。選考上の次点は千足伸行『６つのキーワードで読み解く西洋

絵画の謎』大和書房（ビジュアルだいわ文庫）、2015年2月、定価本体740円、であった。この書籍も上記の

基準・条件を満たしており、巻頭に西洋美術史年表が載っていることは魅力であったが、内容がやや専門的

であることと作品のサイズが記されていないことが今回のテキストとしては不適と判断した理由である２）。

３．授業内容

以下に、実践した全７回の授業内容の概要を記す。キーワードのみとした。

【１】シラバス紹介。授業ルール等。「みる・かんがえる・はなす・きく」対話型鑑賞（１）石田徹也。

【２】「みる・かんがえる・はなす・きく」対話型鑑賞（２）①ドラローシュ《ジェイン・グレイの処刑》

（テキスト掲載作品）、②パトリシア・ピッチニーニ《The Young Family》。論理的に考える。

【３】パトリシア・ピッチニーニ。村上隆。ジャポニスム。養老孟司「教養とは」。理系と文系。美術の学

際性。香月泰男。岩井希久子。修復。ＹＣＡＭ（山口情報芸術センター）。磯崎新。建築。新国立競技

場。ザハ・ハディド。「みる・かんがえる・はなす・きく」対話型鑑賞（３）ラスコー洞窟画３）。
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【４】単位とは。古代洞窟画について考える。ラスコー。交霊（降霊）アーティスト。ポロック。シス

ティーナ礼拝堂。若桑みどり。ミケランジェロ。ラファエロ。大塚国際美術館。『原寸美術館』。古代

洞窟画以前の絵画表現。ナスカの地上絵。超常現象？　『超常現象をなぜ信じるのか』

【５】アン・ブーリン（アンナ・ボレーナ）。エリザベス１世。『超常現象をなぜ信じるのか』。視覚の恒

常性。話題の「ドレスの色」問題。その考え方は正しいか。

【６】Jim Denevan。時代様式（ロマネスク、ゴシック、ルネサンス、マニエリスム、バロック、ロココ）。

Artistを描いた映画。『華麗なる激情』。修復。復元。玉虫厨子４）。源氏物語絵巻。尾形光琳《紅白

梅図屏風》。ボッティチェリ《春》。谷川俊太郎「創造とは」。芸術作品の「内容」と「形式」。ブロ

ンズィーノ《愛の寓意》。パリスの審判。持物・アトリビュート。『西洋美術解読事典』。イコノグラ

フィー・図像学。

【７】五味太郎。香月泰男。岡本太郎。Chim↑Pom。マニエリスム。若桑みどり。イコノロジー・図像解釈

学。聖セバスティアヌスの殉教。バロック。カラヴァッジョ。フェルメール。ヴァニタス。パノフス

キー。宮下規久朗。池上英洋。西岡文彦。ルーベンス。黄金比。構図。ゴヤ。近代。ダヴィッド。ヴィ

ンケルマン。新古典主義。アングル。若桑みどり。アルカイック、クラシック、ヘレニズム。ジェリ

コー。ドラクロワ。ロマン主義。写実主義。クールベ。印象派。後期印象派。セザンヌ。キュビズム。

チャーリー・パーカー。絵画の自律性。ゴーギャン。ゴッホ。20世紀美術へ。

４．宿題

第１回から第６回まで毎回宿題を出した。それを資料１～６として文末に掲げる。

内容は、テキストや資料を読んで要点を把握することが主である。自分の頭でしっかり考える内容もある。

予習的な内容もあれば、復習的な内容もある。

昨今、「アクティヴ・ラーニング」と喧しい。要は学習者がより主体的・能動的に学習活動を行うよう授

業者が工夫するだけである。日本中の意識の高い教育者は以前から実践してきたことである。筆者が共通教

育の授業で行なってきた「発問」も「対話型鑑賞」も「挙手による自主発言」も「指名や機械的な順番によ

る強制発言」も言わばアクティヴ・ラーニングである。筆者は、共通教育ではほとんど行っていないが、教

育学部の専門科目の授業においてはグループ学習によるいわゆる「協同的な学習」を積極的に取り入れてい

る。これもアクティヴ・ラーニングである。筆者は他にディスカッションやディベートも行ってきた。

「反転授業」も新しいことのように喧伝されているが、要は予習を課題としているだけである。筆者の宿

題にも予習的な内容は盛り込まれている。例えば、第３回の宿題「ラスコーやアルタミラの古代洞窟画につ

いて改めて考えてみること」が予習となっており、それら個々人の考えを第４回の授業で授業者が発表させ、

いわば疑似ディスカッション形式でまとめるのである。

５．考察

今年度の授業者の目標が、内容の精選・削減・圧縮であったが、結果としては昨年度まで「美術史」の内

容として取り上げてきたものをほとんど残したため、例年同様、第６回と第７回の授業内容が過多となって

しまった。

テキストをできるだけ活用するという目標は達成できたと考えている。今回は、前年度までの授業者の授

業内容が先にありきで、それに使えそうなテキストを選定した。著書のタイトルにもなっている「嘘」とい

うキーワードは、受講者が興味を持って読んでくれればよい、という程度でしか捉えていないので、「嘘」

にはほとんど触れなかった。このテキストは、文章量・情報量が少ないため、授業者が補った。掲載順は

テーマ別であるから、通史的に並んではいない。それでも、掲載されている作家や作品が使いやすかった。

紙質が良く、しわや開き癖が付きにくく、印刷も鮮明で発色も良い。作品のサイズも明記されている。後掲

している宿題を見ていただければ、テキストから美術や美術史に関する要点を抽出して学習者に意識させて



−44−

いることがわかるはずである。

宿題に関しては、内容、量、質ともに適切であったと思う。授業本体との関連・文脈も齟齬が無い。

おわりに

本稿執筆時、後期クォーター４の「ＡｒｔのＡ」が進行中である。前期の反省を踏まえて、授業内容を精

選・削減・圧縮し、テキストも別のものを使用している。この実践のねらいと結果と反省については稿を改

めて執筆する予定である。
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　　吉田貴富「大学における教養教育としての美術教育の在り方について（３）　―受講者の意見が授業内

容へ及ぼす広がりと深化―」大学美術教育学会誌第39号、2007年

２）千足伸行『６つのキーワードで読み解く西洋絵画の謎』大和書房（ビジュアルだいわ文庫）、2015年2

月、定価本体740円、は、筆者が担当してる2015年度後期の教育学部専門科目「美術科教育法Ⅳ」のテキ

ストとして使用している。

３）近年の学生の大半はラスコーやアルタミラを知らないまま入学してくる。これがいわゆる「ゆとり世代」

の実態である。平成10年（1998年）版学習指導要領については、筆者も実施前から予想していた通りの大

失敗・大失策であった。知識は少なくても身に付くはずであった「興味・関心・意欲」も「各自の学び方」

も「学び方の知」も身に付いていないことが、絶対的な知識量の不足と相俟って、このカリキュラムが失

敗・失策であったと断ずる根拠である。本来ならば受講生に「ラスコーやアルタミラの発見以降に、さら

に古い洞窟画がいくつも発見された」と講ずるつもりなのだが、ベースとなるラスコー・アルタミラが受

講生の中に無いのである。

４）いわゆる「ゆとり世代」の大半は玉虫厨子も知らずに大学に入ってくる。彼らの頭の中の歴史や文化は

一体どのようなものなのだろうか。



−45−

【資料１】



−46−

【資料２】左



−47−

【資料２】右



−48−

【資料３】左



−49−

【資料３】右



−50−

【資料４】左



−51−

【資料４】右



−52−

【資料５】



−53−

【資料６】左



−54−

【資料６】右




